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生態環境工 学、資源 ・エ ネル ギ
ー

工 学　 75

海 面 ゴ ミ 埋 立 処 分 地 余 水 の 窒 素 汚 染 と そ の

固 定 化 海 水 馴 養 硝 化 汚 泥 に よ る 硝 化 処 理

　 （阪 大 ・工 ・環’
境、 1

大 阪 市 立 環 境 科 掌 研 究 所 ） ○ 古 川 憲 治 ．柳 秀 林 、藤 田 正 憲 、著

福 永 勁

【国 的 】 大 阪 市 で は ゴ ミ 焼 却 工 場 で 発 生 す る 焼 却 残 滓 お よ び 不 燃 性 の ゴ ミ の 最 終 処 分 地 と

し て 大 阪 湾 に 海 面 ゴ ミ 埋 立 処 分 地 を 建 設 し て い る 。現 在 、海 面 ゴ ミ 埋 立 処 分 地 に お い て は 、

ゴ ミ の 埋 立 に と も な っ て 発 生 す る 余 水 を 自 然 酸 化 池 、高 率 酸 化 池 で 処 理 し て い 、る が 、 海 水

中 で 高 い 活性 を 示 す 硝 化 菌 を 安 定 し て 培 養 す る 技 術 の 無 い こ と か ら、 十 分 な 硝 化 処 理 が な

さ れ て い な し  今 回 、海 面 ゴ ミ 埋 立 処 分 地 余 水 で の 窒素 汚 染 の 状 況 を 調 査 す る と と も に、

ポ リ ビ ニ
ー

ル ア ル コ
ー

ル （PVA） で 固 寔 化 し た 海 水 馴 養 硝 化 汚 泥 で こ の 海 面 ゴ ミ 埋 立 処 分 地

余 水 の 硝 化 処 理 が 可 能 か ど う か 実 験 的 に 検 討 し た 。

【方 法 お よ び 結 果 1 調 査 の 対 象 と し た 大 阪 北 港 廃 棄 物 処 分 地 南 地 区 は、 昭和 6D 年 に 供 用

が 開 始 さ れ、 平 成 5 年 3 月 に は 海 面 埋 立 率 が 54．3 ％に 達 し て い る 。 平 成 3 年 冬季 に は、余

水 の 全 窒 素 濃 度 は 50 皿g ／Lを 越 え た が、現 在 は 40−50mg ／Lの レ ベ ル で 推 移 し て い る 。余 水

の 全 窒 素 に 占 め る 韶 べ Nの 割 合 は 80 ％程 度 と 高 か っ た a こ の 余 水 を 供 試 水 と し て 、 PΨA一冷

凍 法 で 固定 化 し た 海水 馴 養 硝 化 活 性 汚 泥 を． 20 ％（v！v ） の 割 合 で 添加 し た懸 濁 系 の 実 験 装

置 で 連 続 硝 化 処 理 試 験 を 行 っ た 。NH4 −N負．荷 量 を 変 化 さ せ て 実 験 を 行 っ た 結 果 、2．9 田 g−．
NH4rN ／g−peH ’

ets ／day 以 下 の 負 荷 域 で 80 ％以 上 の 高 い 硝 化 率 が 得 ら れ た。無 機 炭 素 源 と し

て 晦 HCO3 、　 Na2CO3 を 供 試 余 水 に そ れ ぞ れ 240　 mg ／L、3斡 mg ！Lの 濃 度 で 添 加 す る こ と で 80 ％

の NHゴ N除 去 が 4．3 皿 g−N日4
−N／g−peEle

’
ls／day の 負 荷 量 で も 可 能 で あ っ た 。 さ ら に 、安価 な

無 機 炭 素 源 と し て 粉 砕 し た ド ロ マ イ ト を 反 応 槽 の 底 部 に 敷 き 詰 め る こ と で 、 80 ％の 淵 べ N

除 去 が 3．9 皿g−NHゴ N／g−pellets ／dayの 負 荷 量 で も 遷成 で きた 。

Nitrogen 　Po ［1uしiDn　of 　th巳　Leachate 　Qf 　Sea −Based 　So重id　Was もe 　Disposa ！　Site　and

its　Ni 仁rificatlon 　Trea し皿enL 　by　［皿田ob ［liz巳d 　淵arine 　Nitr至fying　Sludge
OKe 口ji　Furukawar　Soo卩R王皿　Ryu，　Masanori　ドuiita ，　a 口d　琴

［saG 　Fukunaga
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土壌中の 生分解性 ポ リエ ス テ ル 合成 細菌 の ス ク リーニ ン グ 　 1

合成 細菌 の 分布 と 合成 ポ リエ ス テ ル の 構造組成

　 （日 本製鋼所 ・中研）　 恵谷　浩 ・○ 岩城 尚 子 ・福 島　武

　 （理 研 ・高 分 子 化学）　 土肥 義治

〔目的］　 ポ リ （3 一ヒ ドロ キ シ プ チ レート）　（P （3HB ））をは じめ とす る ポ リ （ヒ ドロ キ シ ア ル

カ ノエ ー
ト）　（PHA ）を エ ネル ギ ー・炭素源 と して 細胞内 に 蓄積する 微生物 は 自然環境中 に 広 く分

布 し て い る と 言わ れ て い る 。 こ の 度，土 壌 中 か ら細菌を分離 し t ポ リエ ス テ ル 合成細菌の 分布 とポ リ

エ ス テ ル の 構造組成 に つ い て 調 ぺ たの で 報告す る 。

［方決お よび結果］　 千葉県内 102 箇所 の 土壌か ら分離 した 細菌 598 株 を ブイ ヨ ン 培 地 ・
試験管

で 培養 し，
’
培養物 か ら ク ロ ロ ホ ル ム 抽 出画分を得 て GPC 分析 し，高分子 物質生成菌 105 株 をス ク

リーニ ン グ し た。

　次 に ， こ の 105 株 に つ い て ， グル コ ン酸 ナ トリ ウ ム あ る い は オ ク タ ン 酸 ナ トリ ウム を炭素源と し

微 量 元 素 を含有す る無 機培 地 100m1 ・C ／ N50 ・坂 ロ フ ラ ス コ で 30 ℃ ，3 日悶 ，振 と う培 養

し た 。 培養物 か ら 遠心 分離 ， 水 洗浄で集菌 し t 凍結乾燥 に よ り菌体を 得た。菌体 か らソ ッ ク ス レー抽

出器 を用 い ， クロ ロ ホ ル ム で ポ リエ ス テ ル を抽出し， メ タ ノール 洗浄 に よ り 精 製 し た。さ ら に，精 製

ポ リ エ ス テ ル を 15 ％ 硫 酸 メ タ ノール で 分解 し た モ ノマ
ーめメ チ ル エ ス テ ル 含有 クロ ロ ホ ル ム 溶液 を

試 料 と して ，GC 分析 しポ リエ ス テ ル の モ ノマ
ー組 成 を 決定 し た 。

　 105 株 の うち，29 ．
株は P （3HB ）合成菌，48 株 は P （3HB ）以外 の PHA 合成菌 で あ っ

た。PHA 合 成 菌 の うち に は 3HB 分 率 の 高 い PHA を 合 成 す る 珍 しい 菌 が あ っ た。
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